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� はじめに

ここ 21数年の間にインタラクティブ進化計算（���）
研究が急速に拡張しており，現在では��，音楽，工業・
インテリアル・エディトーリアル・デザインのようアー
ト応用，音響・画像信号処理，データマイニング，人工
現実感，回路設計のような工学応用，その他に，地質学，
教育，ゲームなど，幅広い応用分野で応用されている 3(4．
従来の ���応用がシステム設計を目的にしていたのに

対し，本論文では，���によって設計されたシステム出
力の観察を通じて心の計測を行うという，���応用の新
しい展開アプローチを提案する．���を用いて最適化し
たシステムには，���ユーザの心の物差しに基づく主観
評価特性が反映されている．したがってそのシステム出
力を観察することで，���ユーザの心の物差し，すなわ
ち，主観評価特性をうかがい知ることができ得る．

� ���による心の計測

心の計測と言っても計測する心の側面にはいろいろあ
り得るが，本論文では，感情表現幅の計測に ���を利用
することを試みる．アプローチとしては，与えたテーマ
（例えば「楽しい」や「悲しい」）に対する表情の ��像
を複数の被計測者に生成してもらい，作成した同テーマ
の ��像に対する被計測者間の違いを主観評価実験で比
較をし，心理尺度構成を行うものである．この作成結果
が，��技能に依存するようでは出来上がった ��像の
比較を通じて心の計測ができないので，��技能を不要
にする ���システムが必要になる．
本論文では与えたテーマに対する表情の ��像生成の

ために，(次元 �� ライティングデザイン支援システム
324を用いる．本システムは，(灯のライトの (次元空間
座標，光強度，色，光源の種類（並行光か拡散光か）の
パラメータを遺伝的アルゴリズム（��）を用いて対話的
に最適化する ���システムである．被計測者には 25種
類の異なるライティングデザインが提示されるので，被

計測者はこれらが与えられたテーマにどの程度近いかを
*段階評価をし，��へフィードバックする．満足する
ライティングが得られるまでこの作業を繰り返す．
得られた複数被計測者が作成したベストのライティン

グ �� 像を，複数の評価者による ��
,6
 の一対比較法
で主観評価実験を行い，心理尺度構成を行う．ヤードス
テックを求めることで有意差検定が可能である．この結
果，被計測者の誰が他の被計測者に比べて，例えば「楽し
い」表情を有意に生成できたという比較結果が得られる．
対になる表情テーマについてこの実験を行えば，例え

ば「楽しい－悲しい」という感情表現幅が他の被計測者
に比べて有意に広い狭いという計測ができる．このよう
な計測結果が得られれば，心理カウンセリングや精神医
学の分野に有用なデータを提供できる可能性がある．例
えば，統合失調症者と接する精神科医やセラピストは，統
合失調症者が感情に関わる問題を抱えているであろうこ
とは経験上感じていても，感情の計測法が存在しなかっ
たがために，この経験的知見を診断に役立たせるための
定量化が不可能であった．本アプローチはこのような計
測を通じて有用な知見を提供できる可能性がある．

� 統合失調症者の感情表現幅計測

筆者らは経験上，統合失調者の「楽しい7悲しい」感情
表現幅が，健常者よりも狭いのではないかという仮説を
立て，この検証に提案手法を用いた実験を行う．
被計測者は，統合失調者 (名と健常者 *名の色覚異常

がない 8 名である．本実験の説明に対して同意を頂け，
かつ自ら同意書を取り交わす事が出来た統合失調者 (名
（9�，9�，9�）は，各々，外来通院の 5:歳，22年 *ヶ月
入院の ;2歳，;年 <ヶ月入院の ;8歳で，いずれも，少な
くとも半年以上にわたり，症状・薬物使用に対して変化は
見られない．症状は 9�=�� 354，生活機能は >���� 3;4
を使用して評価した．健常者 *名（=�，==，=�，=?，
=�）は，学部４年生と修士１年生の学生である．
実験で与えたライティング課題は「楽しい」と「悲し
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図 2@ ������の一対比較法で構成された心理尺度と被計測者 �名が作成した表情の評価．被計測者記号は第 �節を参照．
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図 5@ 図 ��	
に対応した「楽しい」表情の ��像．危険率 �
で有意差がある「楽しい」表情の境界を矢印で示している．

い」で，21～22世代の ���探索を行った．
こうして得られた各被計測者のベスト「楽しい」表情

の ��像 8枚から得られる 58対（���$に対し，((名の
評価者（男 5*名，女 8名，平均年齢 52'A歳）が ��
,6
の
一対比較法（中屋の変法）で *段階評価を行った．同様
に 8枚の「悲しい」表情の ��像についても主観評価実
験を行った．実験はデータ採取マニュアルに基づき，実
験者の管理下で行った．

� 実験結果と考察

得られた心理尺度構成を図 2に，作成された表情の��
像と有意差がある区間を矢印で図 5に示す．「楽しい」と
「悲しい」のヤードスティックの区間値を求めると，危険
率 2Bと *B時に対して各々1'2Aと 1'52であった．これ
らの値と図 2の心理尺度上の被計測者区間を比較すると，
統合失調者と健常者が表現する「楽しい」は，被計測者
=�を例外として，危険率 2Bで有意な差があると言える
が，「悲しい」場合は危険率 *Bでも有意な差があるとは
言えない．
今回の主観評価実験結果では，統合失調者の方が生成

した「楽しい」表情は，有意に健常者が生成した表情よ
りも楽しさ表現が少なく，「悲しい」表情は同程度と見ら
れることから， 統合失調者の「楽しい7悲しい」感情表
現幅は健常者よりも狭いのではないか，という筆者らの
仮説を補強する実験結果が得られたと言える．

� 結論

心の計測という新しい ���のアプローチを提案した．
感情表現を計測するという提案アプローチの具体的実現

手段を示し，統合失調者と健常者の感情表現幅計測とい
う適用実験を通してその適用可能性を示した．
また，新しい ���アプローチの提案という貢献以外に，

この適用事例からは，精神医学への貢献の可能性も認め
られた．すなわち筆者らの仮説が正しく，かつ，感情表
現幅が統合失調者の症状程度，薬物投与歴，あるいは環
境などの要因と相関があることが明らかになれば，将来，
診断や治癒判断の一助となる新しいデータを提供する可
能性が期待できる．
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